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対前年同期増加率の推移（金融業、保険業を除く） （単位：％、億円）◆売上高（金融業、保険業を除く）　
製造業、非製造業ともに増収
売上高は、314兆4,060億円で、対前年同期増加率（以下、「増
加率」という）は10.4％となりました。
業種別にみると、製造業は20.1％、非製造業は6.8％となりま

した。
◆経常利益（金融業、保険業を除く）　
製造業、非製造業ともに増益
経常利益は、24兆736億円で、増加率は93.9％となりました。
業種別にみると、製造業は159.4％、非製造業は64.2％となり
ました。
◆設備投資（金融業、保険業を除く）　
製造業、非製造業ともに減少
設備投資額は、10兆1,465億円で、増加率は5.3％となりました。
業種別にみると、製造業は4.0％、非製造業は5.9％となりまし
た。
なお、ソフトウェア投資額を除いた設備投資額は8兆9,531億円
で、増加率は3.6％となりました。

―令和３年４～６月期調査　

回答法人数 　22,565社 （18,697社）
回 答 率 　 68.8％     （69.2％）
（　）書きは金融業、保険業を除いた数値です。

財務省法人企業統計調査 この調査は、統計法に基づく基幹統計として資本金１千万円以上の営利法人等を対象に、
企業活動の短期的動向を把握することを目的として、四半期ごとの仮決算計数を調査してい
るものです。
以下は、令和３年９月１日に発表した令和３年４～６月期の調査結果の概要です。

「法人企業統計調査」は、統計法に基づく基幹統計に指定されており、調査の対象となった
法人様には調査票を提出する義務がございますので、必ず提出期限までに財務省（財務局・
財務事務所）への提出をお願いします。
なお、次回令和３年７～９月期の調査票の提出期限は令和３年11月10日、結果の公表
は令和３年12月１日の予定です。
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　全産業
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設備投資
　全産業

　　製造業
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区　分 2.4-6 7-9 10-12 3.1-3 4-6

（注）設備投資の（　）書きは、ソフトウェア投資額を除いたベース。
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金
融
資
産
の
減
損
に
関
す
る
会
計
基

準
の
開
発
、検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

大
鹿
行
宏・新
長
官
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

─
国
税
庁

税
　
　
務

去
る
８
月
30
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
４
６
４
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

金
融
資
産
の
減
損

前
回
の
親
委
員
会
な
ら
び
に
第

１
６
８
回
金
融
商
品
専
門
委
員
会

（
２
０
２
１
年
９
月
10
日
号
（
№

１
６
２
１
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
金
融
資
産
の
減

損
に
関
す
る
会
計
基
準
の
開
発
に
関

す
る
予
想
信
用
損
失
モ
デ
ル
に
基
づ

く
金
融
資
産
の
減
損
の
検
討
に
つ
い

て
、
議
論
が
行
わ
れ
た
。

検
討
に
先
立
ち
、
日
本
基
準
（
企

業
会
計
基
準
10
号
「
金
融
商
品
に
関

す
る
会
計
基
準
」
等
）、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

基
準（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号「
金
融
商
品
」）

お
よ
び
米
国
会
計
基
準
（
ト
ピ
ッ
ク

326
「
金
融
商
品
―
信
用
損
失
」）
の

次
の
点
に
関
連
す
る
部
分
を
比
較

し
、
整
理
し
た
資
料
が
示
さ
れ
、
こ

れ
を
も
と
に
議
論
が
行
わ
れ
た
。

・
金
融
資
産
の
減
損
の
定
め
の
適
用

範
囲

・
金
融
資
産
の
減
損
の
認
識
お
よ
び

測
定

　

委
員
か
ら
は
、「
今
後
の
議
論
に

お
い
て
、
論
点
ご
と
の
財
務
諸
表
に

与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
に
つ

い
て
も
、
示
し
て
ほ
し
い
」
と
の
意

見
が
聞
か
れ
、
事
務
局
か
ら
は
「
イ

ン
パ
ク
ト
の
大
き
い
も
の
か
ら
議
論

し
て
い
く
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

持
分
法
会
計
に
関
す
る
国
際
的
な

意
見
発
信

現
在
、
持
分
法
会
計
を
一
行
連
結

と
み
る
べ
き
か
測
定
基
礎
と
み
る
べ

き
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

基
準
の
な
か
で
実
務
上
の
不
統
一
が

存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
Ａ
Ｓ
Ｂ

Ｊ
か
ら
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
に
対
し
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に

一
行
連
結
も
し
く
は
測
定
基
礎
の
側

面
を
重
視
す
る
か
を
明
確
に
す
る
原

則
を
提
案
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

10
月
開
催
の
会
計
基
準
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
議
で
議
論

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
提
案
内
容
を
ま

と
め
た
シ
ョ
ー
ト
・
ペ
ー
パ
ー
・
シ

リ
ー
ズ
３
号
「
持
分
法
会
計
に
つ
い

て
の
視
点
」
の
最
終
的
な
文
案
が
示

さ
れ
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
へ
の
提
出
に
つ
い

て
了
承
さ
れ
た
（
9
月
３
日
公
表
）。

７
月
に
国
税
庁
長
官
に
就
任
し
た

大
鹿
行
宏
氏
は
、
国
税
記
者
ク
ラ
ブ

と
の
会
見
に
応
じ
、
就
任
の
抱
負
等

を
語
っ
た
。

就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
は
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
た
め
、
引
き

続
き
納
税
者
の
皆
様
の
状
況
に
十
分

配
慮
し
て
、
迅
速
か
つ
丁
寧
な
対
応

に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、経
済
取
引
の
デ
ジ
タ
ル
化
・

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
複
雑
・
困
難

化
す
る
課
税
・
徴
収
事
務
に
つ
い
て

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

一
層
の
効
率
化
・
高
度
化
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

消
費
税
不
正
還
付
や
国
際
課
税
に

係
る
事
案
へ
の
対
応

消
費
税
不
正
還
付
へ
の
対
応
と
し
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メ
ン
タ
ル
ク
リ
エ
イ
ト 

江
口　

毅

「
肺
」と
い
う
素
直
な
身
体
　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

以
前
に
勤
め
て
い
た
職
場
で
、「
日

常
の
五
心
」
を
朝
礼
で
唱
和
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
日
常
の
五

心
」
と
は
、「
は
い
」
と
い
う
素
直
な

心
、「
す
み
ま
せ
ん
」
と
い
う
反
省
の

心
、「
私
が
し
ま
す
」
と
い
う
奉
仕
の

心
、「
お
か
げ
さ
ま
」と
い
う
謙
虚
な
心
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感
謝
の
心

の
５
つ
の
心
を
指
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も

一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
よ
く
考
え
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
深
い
言
葉
な
の
で

す
が
、
こ
う
い
っ
た
類
の
言
葉
は
、
唱

和
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は
途
端

に
嫌
気
が
さ
す
も
の
で
す
。

こ
の
「
日
常
の
五
心
」
の
１
つ
目

を
「『
肺
』
と
い
う
素
直
な
身
体
」
と

置
き
換
え
て
み
た
ら
面
白
い
の
で
は
な

い
か
と
、
ふ
と
思
い
ま
し
た
。
呼
吸

を
す
る
た
め
の
大
切
な
器
官
で
あ
る
肺

は
、
と
て
も
素
直
で
す
。
肺
の
動
き
に

注
目
し
て
、
そ
の
動
き
を
感
じ
て
い
れ

ば
、
素
直
に
身
体
の
状
態
が
よ
く
な
り

ま
す
。
肺
の
動
き
と
は
、
つ
ま
り
呼
吸

に
よ
る
動
き
の
こ
と
で
す
。

で
は
、
肺
の
動
き
を
感
じ
る
た
め
の

方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。
肺
が
動
く

と
い
う
こ
と
は
呼
吸
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
呼
吸
を

し
て
肺
が
動
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

す
。
鼻
か
ら
吸
う
と
か
口
か
ら
吐
く

と
か
難
し
い
こ
と
は
考
え
ず
、
と
に
か

く
ゆ
っ
く
り
呼
吸
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
手
の
ひ
ら
を
鎖
骨
の
上
、
脇
腹
、

肋
骨
の
下
な
ど
に
順
に
置
き
、
肺
が
膨

ら
ん
で
い
る
様
子
を
感
じ
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
こ
れ
を
左
右
同
時
で
は

な
く
、
左
右
の
手
で
順
に
行
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
大
き
な
肺
の
す
べ
て
を

使
っ
て
呼
吸
を
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
肺
の
動
き
に
意
識
を

向
け
て
ゆ
っ
く
り
と
呼
吸
す
る
と
、
自

然
と
呼
吸
の
質
が
よ
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
簡
単
な
方
法
で
場
所
を
選
び
ま

せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
毎
日
続
け
る
と
、
素

直
に
身
体
の
調
子
が
よ
く
な
っ
て
い
く

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
、

不
安
定
で
先
行
き
不
透
明
な
世
相
、

他
者
と
の
交
流
が
減
る
こ
と
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
に
よ
っ

て
、
呼
吸
が
浅
く
な
っ
て
い
る
人
が
増

え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
呼
吸

が
浅
く
な
り
、
さ
ら
に
マ
ス
ク
着
用
に

よ
り
鼻
呼
吸
か
ら
口
呼
吸
に
変
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起

き
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る

と
、
呼
吸
器
系
疾
患
、
口
臭
の
原
因

と
な
る
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
、
便
秘
、
免

疫
力
低
下
、
肩
回
り
の
筋
肉
の
凝
り
、

背
骨
な
ど
の
骨
格
の
歪
み
、
肝
機
能

低
下
、
ポ
ッ
コ
リ
お
腹
の
原
因
と
な
る

内
臓
の
下
垂
な
ど
で
す
。

そ
れ
ら
の
問
題
の
予
防
策
を
考
え

る
う
え
で
、「『
肺
』
と
い
う
素
直
な

身
体
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

普
段
意
識
す
る
こ
と
な
く
行
っ
て
い
る

「
呼
吸
」
と
い
う
も
の
を
意
識
的
に
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
意

識
的
に
行
う
」
と
い
う
の
は
意
外
と
難

し
い
も
の
で
す
。
感
覚
と
し
て
わ
か

り
、
か
つ
行
動
レ
ベ
ル
で
理
解
す
る
た

め
に
「
肺
の
動
き
を
手
で
感
じ
る
」
と

い
う
方
法
が
望
ま
し
い
で
す
。
感
染

予
防
ば
か
り
に
目
が
行
き
が
ち
で
す

が
、
深
く
呼
吸
す
る
こ
と
で
身
体
の

調
子
を
整
え
、
免
疫
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。
早
速
手

を
当
て
て
肺
の
動
き
を
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。

ま
た
、マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
、

表
情
筋
の
低
下
や
、
感
情
の
読
み
取

り
づ
ら
さ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
上
の
問
題
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
少
な
く
と
も
、
表
情
筋
を
鍛
え

る
こ
と
は
で
き
ま
す
の
で
、
そ
こ
か
ら

始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

顔
面
の
筋
肉
を
緩
ま
せ
、
豊
か
な
表

情
を
作
る
こ
と
は
、
心
身
の
健
康
増

進
に
も
寄
与
し
ま
す
。
呼
吸
と
あ
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
み
る
の
も
よ
い
で
す

ね
。

て
は
、
国
税
局
に
お
け
る
消
費
税
担

当
の
統
括
国
税
実
査
官
、
国
際
税
務

専
門
官
の
設
置
、
税
務
署
に
お
け
る

消
費
税
専
門
官
の
設
置
と
い
っ
た
、

体
制
整
備
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

国
際
的
な
租
税
回
避
に
つ
い
て
も
、

執
行
体
制
の
充
実
・
強
化
に
加
え
、

租
税
条
約
等
に
基
づ
く
情
報
を
活
用

し
て
重
点
的
な
調
査
を
行
う
な
ど
、

積
極
的
に
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
税
当
局
の
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
取
組
み

コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
積
極
的
に
関
係
者
と
連
携
し
、

行
政
手
続
全
体
の
利
便
性
向
上
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
」
と

「
課
税
・
徴
収
の
効
率
化
・
高
度
化
」

と
い
う
２
本
の
柱
を
維
持
し
つ
つ
、

「
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
る
、
国
税

に
関
す
る
手
続
や
業
務
の
抜
本
的
な

見
直
し
」に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
向
け
た

取
組
み

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
円
滑
な
導
入

に
向
け
、
特
設
サ
イ
ト
を
解
説
し
、

制
度
の
解
説
動
画
、各
種
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
掲
載
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン

説
明
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
登

録
申
請
手
続
に
つ
い
て
は
、
ｅ
―
Ｔ

ａ
ｘ
で
申
請
か
ら
通
知
ま
で
行
え
る

よ
う
に
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

金
　
　
融

早
期
利
上
げ
の
思
惑
を
否
定
し
た

ジ
ャ
ク
ソ
ン
ホ
ー
ル
会
議

例
年
８
月
に
米
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州

ジ
ャ
ク
ソ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
て
き

た
経
済
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
今

年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
８
月
27
日

に
開
催
さ
れ
た
。

パ
ウ
エ
ル
米
連
邦
準
備
制
度
理
事

会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
議
長
は
、
量
的
金
融

緩
和
策
の
縮
小
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関

し
て
年
内
実
施
を
示
唆
し
た
が
、
こ

れ
は
７
月
に
開
催
さ
れ
た
連
邦
公
開

市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
の
時
点

と
同
じ
内
容
で
、
市
場
へ
の
サ
プ
ラ

イ
ズ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
み
ら
れ

る
。「
仮
に
経
済
が
想
定
ど
お
り
の

拡
大
を
続
け
れ
ば
、
資
産
購
入
ペ
ー

ス
を
減
速
す
る
の
が
適
切
か
も
し
れ

な
い
」
と
い
っ
た
慎
重
な
表
現
だ
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・

デ
ル
タ
株
の
感
染
拡
大
も
あ
わ
せ
て

触
れ
、「
資
産
購
入
の
減
額
が
終
了

し
て
も
、
増
加
さ
せ
て
き
た
保
有
資

産
の
残
高
は
金
融
緩
和
政
策
に
資
す

る
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
」

と
し
て
い
る
。
緩
和
縮
小
時
期
に
つ
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証
　
　
券

日
米
と
も
に
政
治
リ
ス
ク
が
浮
上

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2021年 
８月26日

監査・保証実務委員会実務指針103
号「訂正報告書に含まれる財務諸表
等に対する監査に関する実務指針」

JICPA

訂正報告書提出後の監査に際し、経営者および監査役等とのコミュ
ニケーション、監査意見の表明等について留意すべき事項を取りま
とめたもの。なお、原則として2022年１月１日以後に監査報告書を
発行する訂正後の財務諸表に対する監査に適用される。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20210826gej.html

―

2021年 
８月26日

監査・保証実務委員会研究報告35
号「事業報告等と有価証券報告書の
一体開示に含まれる財務諸表に対す
る監査報告書に関する研究報告」

JICPA
一体書類に含まれる財務諸表に対する監査を行う場合について、財
務報告の枠組みの考え方と監査報告の関係を整理したうえ、監査報
告書の文例を示すもの。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20210826gid.html

―

2021年 
８月26日

監査基準委員会報告書700「財務諸
表に対する意見の形成と監査報告」
および監査・保証実務委員会実務指
針85号「監査報告書の文例」の改正

JICPA
デジタル改革関連法に伴う公認会計士法等、監査証明府令等の改正
を踏まえ、所要の整備を行ったもの。監査報告書における押印の義
務が廃止され、署名の方法として電子署名が認められる。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20210826faa.html

―

2021年 
８月27日

「連結財務諸表の用語、様式及び作成
方法に関する規則に規定する金融庁
長官が定める企業会計の基準を指定
する件」の一部改正（案）

金融庁
指定国際会計基準として、５月７日公表のIAS12号「法人所得税」の
改訂を含めるもの。コメント期限は９月27日。
https://www.fsa.go.jp/news/r3/sonota/20210827.html

―

2021年 
８月27日

会社法改正、新型コロナウイルス感
染拡大その他の環境変化等に対応す
る各種モデルおよび事務取扱指針等
の改正

全株懇
株主総会の議決権不統一行使に関する取扱指針について、電磁的方
法による事前通知を用いることを可能にするなど、所要の整備を行
うもの。
http://www.kabukon.net/pic/study_2021_04.pdf

―

い
て
は
慎
重
な
判
断
を
す
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
理
由
と
し
て
、
歴
史
上
、

イ
ン
フ
レ
が
一
時
的
に
大
き
な
動
き

と
な
り
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
政
策
が
後
追
い
と

な
る
問
題
が
あ
り
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
こ
の

問
題
と
対
峙
し
て
き
た
こ
と
を
挙
げ

た
。
特
に
現
在
は
、
労
働
市
場
の
ス

ラ
ッ
ク
や
感
染
拡
大
の
問
題
が
あ
る

た
め
、
政
策
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
間
違

え
る
と
そ
れ
だ
け
悪
影
響
も
大
き
い

と
指
摘
し
て
い
る
。

労
働
市
場
の
ス
ラ
ッ
ク
と
は
、
労

働
需
給
の
緩
み
で
あ
り
、
労
働
参
加

率
の
低
下
、
長
期
失
業
者
の
増
加
な

ど
、
景
気
循
環
で
容
易
に
解
消
し
な

く
な
っ
て
い
る
緩
み
だ
。
さ
ら
に
、

パ
ウ
エ
ル
議
長
は
利
上
げ
時
期
に
関

し
て
も
、
資
産
購
入
減
額
の
時
期
と

減
額
幅
が
、
直
接
そ
の
後
の
利
上
げ

時
期
を
示
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、

と
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

総
じ
て
、
金
融
緩
和
縮
小
か
ら
引

締
め
方
向
へ
の
市
場
の
期
待
を
け
ん

制
す
る
発
言
で
、
年
内
に
緩
和
縮
小

開
始
と
い
っ
て
も
条
件
つ
き
だ
。
緩

和
縮
小
の
道
筋
を
つ
け
な
が
ら
、
市

場
の
利
上
げ
の
思
惑
を
抑
え
込
み
た

い
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
も
あ

る
。
こ
の
市
場
と
の
対
話
が
成
功
す

る
か
否
か
は
、
今
後
の
物
価
と
雇
用

統
計
、
感
染
拡
大
状
況
が
カ
ギ
を
握

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉
幕
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数

こ
そ
高
水
準
で
の
横
ば
い
傾
向
を
み

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
若
年

層
へ
の
感
染
拡
大
、
重
症
者
数
の
増

加
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
逼
迫
な
ど

で
、
政
府
へ
の
国
民
心
理
は
一
段
と

悪
化
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

９
月
下
旬
に
予
定
さ
れ
て
い
る
自

民
党
総
裁
選
挙
、
そ
の
後
の
総
選
挙

に
対
す
る
日
本
社
会
の
見
方
、
予
想

も
急
変
し
て
き
た
。
菅
首
相
の
総
裁

選
不
出
馬
、
総
理
辞
任
に
続
き
、
自

民
党
の
総
選
挙
敗
北
と
い
っ
た
事
態

に
な
れ
ば
、新
政
権
が
登
場
す
る
が
、

そ
れ
に
伴
う
政
策
の
混
迷
が
予
想
さ

れ
る
。
企
業
活
動
へ
の
マ
イ
ナ
ス
は

避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
当
然
、
株
式

市
場
は
打
撃
を
受
け
る
と
考
え
ら

れ
、
秋
相
場
の
最
大
の
リ
ス
ク
と
し

て
「
政
治
」
を
挙
げ
る
声
も
あ
る
。

政
治
要
因
が
こ
れ
か
ら
の
市
場
を

か
く
乱
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

さ
れ
る
の
は
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
米
国
市
場
も
同
じ
で
あ
る
。
20

年
に
及
ぶ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
か
ら

よ
う
や
く
米
軍
を
撤
収
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
タ
リ
バ
ン
に
政
権
を
奪

取
さ
れ
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。

こ
の
状
況
に
対
し
、
バ
イ
デ
ン
大

統
領
の
判
断
ミ
ス
と
の
指
摘
も
あ

り
、
今
後
の
与
野
党
対
立
の
激
化
、

国
民
の
反
政
府
行
動
の
活
発
化
に
よ

る
政
治
の
混
乱
、
方
向
感
の
喪
失
な

ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
米
市
場
に
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ

（
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
）
が
控
え

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
絶
妙
な
手
綱
さ

ば
き
で
経
済
と
金
融
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
米
経
済
は
主
要
国
で
は
一
足

早
く
景
気
回
復
に
向
か
い
、
イ
ン
フ

レ
率
も
高
ま
っ
た
。
し
か
し
、
Ｆ
Ｒ

Ｂ
は
、
イ
ン
フ
レ
は
一
時
的
な
も
の

と
判
断
し
、
金
融
緩
和
縮
小
を
先
送

り
す
る
姿
勢
を
維
持
し
て
、
市
場
の

緩
和
継
続
期
待
に
応
え
た
。
そ
の
結

果
、
米
株
価
の
基
本
的
な
上
昇
基
調

は
続
き
、
こ
の
８
月
に
株
価
指
数
は

史
上
最
高
値
を
更
新
し
た
。

一
方
、
日
本
は
株
式
市
場
の
中
央

銀
行
へ
の
信
頼
が
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
強

く
な
く
、
そ
も
そ
も
金
融
と
株
価
の

関
係
は
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
濃
く
な
い
と

い
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
政
治
リ
ス

ク
は
日
本
市
場
の
ほ
う
が
大
き
い
、

と
懸
念
す
る
見
方
も
あ
る
。


